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書
評高

澤
裕
一
著

『
加
賀
藩
の
社
会
と
政
治
』

深

沢

源

一

（
一

本
書
は
、故
高
澤
裕
一
先
生
が
残
さ
れ
た
加
賀
藩
に
関
す
る
論
考
か

ら
十
四
編
を
選
び
、
第
一
部
近
世
的
支
配
と
村
落
社
会
、
第
二
部
農
業

生
産
と
農
政
、
第
三
部
寺
院
統
制
と
賤
民
支
配
・
救
恤
、
第
四
部
前
田

氏
の
領
国
形
成
に
わ
け
て
収
載
、
一
書
と
し
た
論
文
集
で
あ
る
。 

先
生
は
二
〇
一
五
年
十
二
月
八
日
亡
く
な
ら
れ
た
。
八
三
歳
で
あ
っ

た
。 見

瀬
和
雄
氏
に
よ
る
「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
は
、
先
生
の
研
究
者
と

し
て
の
経
歴
と
本
書
が
上
梓
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
記

し
て
い
る
。
晩
年
の
先
生
は
自
ら
の
病
と
闘
い
つ
つ
、
奥
様
の
介
護
に

も
こ
こ
ろ
を
砕
く
生
活
の
な
か
で
、
吉
川
弘
文
館
か
ら
依
頼
さ
れ
た
日

本
歴
史
叢
書
『
金
沢
藩
』
の
執
筆
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。
手
元
に
あ

る
二
〇
一
三
年
八
月
の
ハ
ガ
キ
に
は
、「
お
盆
頃
心
臓
バ
イ
パ
ス
手
術

の
予
定
、
原
稿
執
筆
を
果
た
し
た
く
て
寿
命
を
も
う
少
し
延
ば
し
た
く

決
心
し
た
」
と
あ
り
、
翌
年
九
月
の
ハ
ガ
キ
に
は
、「
小
生
目
下
初
期

の
検
地
、
年
貢
の
所
を
調
べ
て
い
ま
す
」
と
あ
る
。
先
生
が
、
研
究
の

集
大
成
と
し
て
『
金
沢
藩
』
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
内
容
で
あ
る
。
執
筆
が
遅
れ
る
な
か
で
、『
金
沢
藩
』
の
原
稿
と
既

発
表
論
文
で
代
替
す
る
こ
と
が
次
善
の
策
と
し
て
提
案
さ
れ
た
が
、
そ

の
作
業
を
終
え
る
こ
と
な
く
先
生
は
旅
立
た
れ
た
。

 

し
た
が
っ
て
、
収
載
の
論
文
を
選
択
し
た
の
も
、
四
部
に
分
け
た

そ
の
構
成
も
先
生
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
木
越
隆
三
氏
と
見
瀬
和

雄
氏
が
合
議
の
上
で
選
択
・
編
集
し
て
な
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。 

見
瀬
氏
は
、
本
書
の
意
義
を
「
氏
の
業
績
か
ら
改
め
て
学
ぼ
う
と
す

る
場
合
、
今
日
で
は
入
手
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
困
難
な
著
作
も
多
く

あ
り
、
そ
の
構
成
の
是
非
は
と
も
か
く
も
、
加
賀
藩
に
関
す
る
研
究
を

一
書
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
意
義
は
大
き
い
。
こ
の
書
に
よ
っ
て

氏
の
業
績
を
改
め
て
広
く
社
会
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
私
た
ち

が
氏
の
業
績
か
ら
学
ぶ
よ
す
が
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
て

い
る
。 

金
沢
大
学
法
文
学
部
に
赴
任
さ
れ
て
以
後
五
〇
年
余
に
お
よ
ぶ
先

生
の
加
賀
藩
研
究
の
結
晶
が
一
冊
の
書
籍
と
な
っ
て
座
右
に
お
け
る

こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
そ
し
て
、
先
生
か
ら
若
き
学
徒
へ
贈
る
遺
産

と
し
て
本
書
に
す
ぎ
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 
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第
二
部

農
業
生
産
と
農
政 

第
一
章

改
作
仕
法
と
農
業
生
産 

（
一
九
七
〇
） 

第
二
章

多
肥
集
約
化
と
小
農
民
経
営
の
自
立 

（
一
九
六
七
）

 

第
三
章

加
賀
藩
中
・
後
期
の
改
作
方
農
政 

（
一
九
七
六
） 

第
四
章

幕
藩
制
構
造
論
の
軌
跡─

佐
々
木
説
を
中
心
に─

 
 

（
一
九
七
七
） 

第
三
部

寺
院
統
制
と
賤
民
支
配
・
救
恤 

第
一
章

加
賀
藩
国
法
触
頭
制
の
成
立─

善
徳
寺
文
書
を
中
心
に 

 

（
一
九
八
六
） 

第
二
章

加
賀
藩
初
期
の
寺
院
統
制─

道
場
役
と
屋
敷
改
め─

（
一
九
八
九
） 

第
三
章

加
賀
藩
に
お
け
る
賤
民
支
配

（
一
九
八
五
）

第
四
章

幕
末
期
の
金
沢
町
に
お
け
る
救
恤 

（
一
九
九
一
） 

第
四
部

前
田
氏
の
領
国
形
成 

第
一
章

「
一
番
大
名
」
前
田
氏 

（
新
稿
） 

第
二
章

前
田
利
家
の
立
身 

（
新
稿
） 

第
三
章

「
前
田
利
長
の
進
退
」
補
説 

（
二
〇
〇
一
） 

解
説 

高
澤
裕
一
先
生
略
年
譜 

高
澤
裕
一
先
生
著
作
目
録 

第
一
部
第
一
章
は
、『
珠
洲
市
史
』
第
六
巻
通
史
・
個
別
研
究
編
に

発
表
さ
れ
た
。
利
家
発
給
の
年
貢
算
用
状
七
九
通
を
資
料
に
、「
近
世

的
貢
租
制
度
初
発
の
内
容
と
状
況
を
と
ら
え
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、

こ
の
期
の
研
究
を
一
新
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
皆
済
状
と
し

て
論
究
さ
れ
て
き
た
文
書
を
、「
年
貢
量
を
定
め
、
そ
の
収
納
を
実
現

す
る
」
た
め
に
作
成
さ
れ
た
算
用
状
で
あ
る
と
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に

し
、
各
項
目
に
つ
い
て
緻
密
な
検
討
を
加
え
た
。
利
家
親
裁
の
原
則
、

給
人
知
行
権
の
当
初
よ
り
の
制
約
、
米
納
へ
の
転
換
と
そ
の
原
則
化
、

三
斗
俵
か
ら
五
斗
俵
へ
の
変
化
と
桝
の
変
化
、
損
免
か
ら
物
成
へ
の
変

化
、
二
免
四
分
の
意
味
等
指
摘
で
き
よ
う
。
前
田
氏
の
呵
責
な
い
強
権

的
収
奪
と
そ
れ
に
対
す
る
百
姓
の
抵
抗
が
逐
電
・
荒
・
未
進
と
し
て
続

く
こ
と
が
示
さ
れ
、
天
正
期
の
前
田
検
地
を
「
差
出
方
式
」
と
す
る
理

解
な
ど
「
前
田
氏
入
封
当
初
の
農
民
懐
柔
、
妥
協
策
を
説
く
通
説
」
に

疑
問
を
提
起
す
る
。 

第
二
章
は
『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
』
史
学
編
一
三
号
に
発
表
さ

れ
た
早
期
の
論
考
で
あ
る
。

 

奥
能
登
に
お
け
る
村
落
の
近
世
化
の
動
き
を
、
一
般
村
民
、
土
豪
的

勢
力
、
領
主
三
者
の
か
ら
み
合
い
の
な
か
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

惣
百
姓
か
ら
な
る
村
＝
近
世
村
落
の
成
立
を
基
軸
と
し
つ
つ
、
持
高
構

成
や
村
の
類
型
を
示
し
て
具
体
的
に
動
き
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。単
純

化
を
峻
拒
し
多
様
な
視
角
か
ら
重
層
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
研
究
姿

勢
が
特
徴
的
で
、貢
租
の
過
重
負
担
が
近
世
的
村
落
成
立
の
困
難
性
の

見
瀬
氏
や
大
西
泰
正
氏
の
仕
事
に
よ
っ
て
、藩
政
成
立
期
の
政
治
史

は
大
き
な
転
換
が
果
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
木
越
氏
も
新
し

い
改
作
法
理
解
を
提
示
し
て
い
る
。
加
賀
藩
研
究
の
新
た
な
胎
動
と
先

生
の
仕
事
を
架
橋
し
て
い
く
存
在
と
し
て
本
書
は
そ
の
意
義
を
ま
す

ま
す
増
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。困
難
な
編
集
作
業
に
取
り
組
ま
れ
た

木
越
、
見
瀬
両
氏
、
校
正
作
業
に
あ
た
ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
努
力
に
感

謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

一
九
九
八
年
三
月
、
金
沢
大
学
退
任
に
あ
た
っ
て
の
謝
恩
の
会
が
先

生
ご
夫
妻
を
お
招
き
し
て
催
さ
れ
た
。
謝
辞
に
立
た
れ
た
先
生
は
平
和

と
民
主
主
義
に
対
す
る
想
い
を
静
か
に
語
ら
れ
、列
席
し
た
全
員
が
先

生
と
と
も
に
過
ご
し
た
時
間
を
想
起
し
、
共
感
と
激
励
の
拍
手
の
中
で

ご
夫
妻
を
送
り
出
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

略
年
譜
に
よ
れ
ば
、
先
生
は
十
二
歳
で
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗

戦
を
迎
え
、
対
日
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
が
調
印
さ
れ
た
一

九
五
一
年
に
京
都
大
学
文
学
部
へ
入
学
し
て
い
る
。
朝
尾
直
弘
氏
の
語

る
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
の
様
子
は
、
時
折
話
さ
れ
た
先
生
の

学
生
時
代
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
平
和
と
民
主
主
義
に
対
す
る
ゆ

る
が
せ
に
で
き
な
い
想
い
が
先
生
の
歴
史
学
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

保
立
道
久
氏
は
、
戦
後
歴
史
学
に
対
す
る
清
算
主
義
的
な
評
価
に
対

し
、「
私
た
ち
は
、『
戦
後
歴
史
学
』
に
向
き
合
う
と
き
、
時
代
的
状
況

の
現
実
と
制
約
の
中
で
苦
闘
し
、学
問
を
積
み
重
ね
て
き
た
一
人
一
人

の
研
究
者
と
向
き
合
う
の
で
あ
っ
て
」
と
述
べ
て
い
る
（
１
）
。 

先
生
の
研
究
活
動
の
軌
跡
を
示
す
本
書
を
、
保
立
氏
が
示
す
角
度
を

意
識
し
て
読
み
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。結
果
と
し
て
特
定
の
バ
イ

ア
ス
の
か
か
っ
た
書
評
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
読
み
方
を
通
じ
て
こ
そ
、
先
生

の
達
成
を
正
確
に
把
握
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。 

（
二
）

  

本
書
の
構
成
を
示
し
、
ご
く
ご
く
簡
略
に
内
容
の
紹
介
を
す
る
こ
と

と
す
る
。
既
に
評
価
の
定
ま
っ
た
論
考
の
集
成
で
あ
り
、
木
越
氏
・
見

瀬
氏
に
よ
る
丁
寧
な
解
説
も
あ
る
。(

)

は
初
出
年
を
示
す
。
な
お
、
各

部
は
対
象
年
代
の
早
い
論
考
か
ら
順
に
章
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。 

刊
行
に
あ
た
っ
て 

第
一
部

近
世
的
支
配
と
村
落
社
会 

第
一
章

天
正
期
年
貢
算
用
状
の
考
察─

能
登
国
前
田
領
に
お
け

る─
 

（
一
九
八
〇
） 

第
二
章

近
世
前
期
奥
能
登
の
村
落
類
型 

（
一
九
六
六
） 

第
三
章

割
地
制
度
と
近
世
的
村
落─

割
地
制
度
研
究
に
関
す
る

覚
書─

 

（
一
九
六
七
） 
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第
二
部

農
業
生
産
と
農
政 

第
一
章

改
作
仕
法
と
農
業
生
産 

（
一
九
七
〇
） 

第
二
章

多
肥
集
約
化
と
小
農
民
経
営
の
自
立 

（
一
九
六
七
）

 

第
三
章

加
賀
藩
中
・
後
期
の
改
作
方
農
政 

（
一
九
七
六
） 

第
四
章

幕
藩
制
構
造
論
の
軌
跡─

佐
々
木
説
を
中
心
に─

 
 

（
一
九
七
七
） 

第
三
部

寺
院
統
制
と
賤
民
支
配
・
救
恤 

第
一
章

加
賀
藩
国
法
触
頭
制
の
成
立─

善
徳
寺
文
書
を
中
心
に 

 

（
一
九
八
六
） 

第
二
章

加
賀
藩
初
期
の
寺
院
統
制─

道
場
役
と
屋
敷
改
め─

（
一
九
八
九
） 

第
三
章

加
賀
藩
に
お
け
る
賤
民
支
配

（
一
九
八
五
）

第
四
章

幕
末
期
の
金
沢
町
に
お
け
る
救
恤 
（
一
九
九
一
） 

第
四
部

前
田
氏
の
領
国
形
成 

第
一
章

「
一
番
大
名
」
前
田
氏 

（
新
稿
） 

第
二
章

前
田
利
家
の
立
身 

（
新
稿
） 

第
三
章

「
前
田
利
長
の
進
退
」
補
説 

（
二
〇
〇
一
） 

解
説 

高
澤
裕
一
先
生
略
年
譜 

高
澤
裕
一
先
生
著
作
目
録 

第
一
部
第
一
章
は
、『
珠
洲
市
史
』
第
六
巻
通
史
・
個
別
研
究
編
に

発
表
さ
れ
た
。
利
家
発
給
の
年
貢
算
用
状
七
九
通
を
資
料
に
、「
近
世

的
貢
租
制
度
初
発
の
内
容
と
状
況
を
と
ら
え
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、

こ
の
期
の
研
究
を
一
新
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
皆
済
状
と
し

て
論
究
さ
れ
て
き
た
文
書
を
、「
年
貢
量
を
定
め
、
そ
の
収
納
を
実
現

す
る
」
た
め
に
作
成
さ
れ
た
算
用
状
で
あ
る
と
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に

し
、
各
項
目
に
つ
い
て
緻
密
な
検
討
を
加
え
た
。
利
家
親
裁
の
原
則
、

給
人
知
行
権
の
当
初
よ
り
の
制
約
、
米
納
へ
の
転
換
と
そ
の
原
則
化
、

三
斗
俵
か
ら
五
斗
俵
へ
の
変
化
と
桝
の
変
化
、
損
免
か
ら
物
成
へ
の
変

化
、
二
免
四
分
の
意
味
等
指
摘
で
き
よ
う
。
前
田
氏
の
呵
責
な
い
強
権

的
収
奪
と
そ
れ
に
対
す
る
百
姓
の
抵
抗
が
逐
電
・
荒
・
未
進
と
し
て
続

く
こ
と
が
示
さ
れ
、
天
正
期
の
前
田
検
地
を
「
差
出
方
式
」
と
す
る
理

解
な
ど
「
前
田
氏
入
封
当
初
の
農
民
懐
柔
、
妥
協
策
を
説
く
通
説
」
に

疑
問
を
提
起
す
る
。 

第
二
章
は
『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
』
史
学
編
一
三
号
に
発
表
さ

れ
た
早
期
の
論
考
で
あ
る
。

 

奥
能
登
に
お
け
る
村
落
の
近
世
化
の
動
き
を
、
一
般
村
民
、
土
豪
的

勢
力
、
領
主
三
者
の
か
ら
み
合
い
の
な
か
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

惣
百
姓
か
ら
な
る
村
＝
近
世
村
落
の
成
立
を
基
軸
と
し
つ
つ
、
持
高
構

成
や
村
の
類
型
を
示
し
て
具
体
的
に
動
き
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。単
純

化
を
峻
拒
し
多
様
な
視
角
か
ら
重
層
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
研
究
姿

勢
が
特
徴
的
で
、貢
租
の
過
重
負
担
が
近
世
的
村
落
成
立
の
困
難
性
の

見
瀬
氏
や
大
西
泰
正
氏
の
仕
事
に
よ
っ
て
、藩
政
成
立
期
の
政
治
史

は
大
き
な
転
換
が
果
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
木
越
氏
も
新
し

い
改
作
法
理
解
を
提
示
し
て
い
る
。
加
賀
藩
研
究
の
新
た
な
胎
動
と
先

生
の
仕
事
を
架
橋
し
て
い
く
存
在
と
し
て
本
書
は
そ
の
意
義
を
ま
す

ま
す
増
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。困
難
な
編
集
作
業
に
取
り
組
ま
れ
た

木
越
、
見
瀬
両
氏
、
校
正
作
業
に
あ
た
ら
れ
た
み
な
さ
ん
の
努
力
に
感

謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

一
九
九
八
年
三
月
、
金
沢
大
学
退
任
に
あ
た
っ
て
の
謝
恩
の
会
が
先

生
ご
夫
妻
を
お
招
き
し
て
催
さ
れ
た
。
謝
辞
に
立
た
れ
た
先
生
は
平
和

と
民
主
主
義
に
対
す
る
想
い
を
静
か
に
語
ら
れ
、列
席
し
た
全
員
が
先

生
と
と
も
に
過
ご
し
た
時
間
を
想
起
し
、
共
感
と
激
励
の
拍
手
の
中
で

ご
夫
妻
を
送
り
出
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

略
年
譜
に
よ
れ
ば
、
先
生
は
十
二
歳
で
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
敗

戦
を
迎
え
、
対
日
平
和
条
約
・
日
米
安
全
保
障
条
約
が
調
印
さ
れ
た
一

九
五
一
年
に
京
都
大
学
文
学
部
へ
入
学
し
て
い
る
。
朝
尾
直
弘
氏
の
語

る
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
の
様
子
は
、
時
折
話
さ
れ
た
先
生
の

学
生
時
代
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
平
和
と
民
主
主
義
に
対
す
る
ゆ

る
が
せ
に
で
き
な
い
想
い
が
先
生
の
歴
史
学
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

保
立
道
久
氏
は
、
戦
後
歴
史
学
に
対
す
る
清
算
主
義
的
な
評
価
に
対

し
、「
私
た
ち
は
、『
戦
後
歴
史
学
』
に
向
き
合
う
と
き
、
時
代
的
状
況

の
現
実
と
制
約
の
中
で
苦
闘
し
、学
問
を
積
み
重
ね
て
き
た
一
人
一
人

の
研
究
者
と
向
き
合
う
の
で
あ
っ
て
」
と
述
べ
て
い
る
（
１
）
。 

先
生
の
研
究
活
動
の
軌
跡
を
示
す
本
書
を
、
保
立
氏
が
示
す
角
度
を

意
識
し
て
読
み
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。結
果
と
し
て
特
定
の
バ
イ

ア
ス
の
か
か
っ
た
書
評
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
し
た
読
み
方
を
通
じ
て
こ
そ
、
先
生

の
達
成
を
正
確
に
把
握
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。 

（
二
）

  

本
書
の
構
成
を
示
し
、
ご
く
ご
く
簡
略
に
内
容
の
紹
介
を
す
る
こ
と

と
す
る
。
既
に
評
価
の
定
ま
っ
た
論
考
の
集
成
で
あ
り
、
木
越
氏
・
見

瀬
氏
に
よ
る
丁
寧
な
解
説
も
あ
る
。(

)

は
初
出
年
を
示
す
。
な
お
、
各

部
は
対
象
年
代
の
早
い
論
考
か
ら
順
に
章
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。 

刊
行
に
あ
た
っ
て 

第
一
部

近
世
的
支
配
と
村
落
社
会 

第
一
章

天
正
期
年
貢
算
用
状
の
考
察─

能
登
国
前
田
領
に
お
け

る─
 

（
一
九
八
〇
） 

第
二
章

近
世
前
期
奥
能
登
の
村
落
類
型 

（
一
九
六
六
） 

第
三
章

割
地
制
度
と
近
世
的
村
落─

割
地
制
度
研
究
に
関
す
る

覚
書─
 

（
一
九
六
七
） 
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有
り
様
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。 

一
節
で
は
、明
暦
期
と
十
八
世
紀
の
農
業
経
営
費
の
全
体
的
構
成
の

変
化
を
調
べ
、
項
目
別
構
成
の
中
心
が
「
給
・
飯
米
か
ら
肥
料
代
へ
移

っ
た
こ
と
」、「
農
具
代
が
量
、
比
重
と
も
に
増
大
」
し
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
二
節
で
は
農
業
経
営
費
構
成
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
「
生
産
力

的
基
底
部
に
お
け
る
変
化
と
そ
の
方
向
を
つ
き
と
め
る
」
こ
と
を
目
的

に
、
耕
作
人
馬
、
肥
料
、
農
具
、
耕
作
体
系
、
種
籾
と
稲
、
農
業
生
産

性
に
つ
い
て
検
討
し
、
三
節
で
は
商
品
作
物
生
産
と
労
働
力
の
存
在
形

態
が
検
討
さ
れ
る
。
農
書
や
法
令
類
、
先
学
の
研
究
を
駆
使
し
て
展
開

さ
れ
る
議
論
は
、具
体
的
で
あ
り
興
味
深
い
指
摘
に
あ
ふ
れ
る
。二
節
・

三
節
の
分
析
を
経
て
生
産
力
発
展
方
式
、
労
働
集
約
化
、
在
方
労
働
力

の
流
出
と
形
態
変
化
の
そ
れ
ぞ
れ
で
寛
文
～
元
禄
、
正
徳
期
に
お
よ
ぶ

過
渡
期
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
先
生
は
過
渡
期
を
次
の
よ
う
に
描
い
て

い
る
。「
古
い
も
の
の
没
落
と
新
し
い
も
の
の
台
頭
と
、
両
者
の
未
完

了
な
状
態
の
上
に
、
不
安
定
で
複
雑
で
、
困
難
な
悩
み
の
多
い
時
期
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
顕
在
化
し
、
対
立
も
現
実
に
激
化
し
て
い

た
」
と
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
十
七
世
紀
後
期
の
三
州
一
般
に
み
ら
れ

る
持
高
構
成
の
特
徴
を
、「
小
規
模
農
業
経
営
に
適
合
的
な
技
術
発
展

が
未
熟
で
あ
り
、
他
方
で
『
下
人
』
奉
公
人
雇
用
経
営
が
す
で
に
危
機

的
様
相
を
は
ら
ん
で
い
た
」
過
渡
期
に
見
合
っ
た
も
の
と
評
価
す
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
二
節
・
三
節
は
過
渡
期
の
複
雑
性
の
追
究
に
主
眼

が
あ
っ
た
と
す
ら
思
え
る
。
見
瀬
氏
の
指
摘
す
る
先
生
の
モ
ッ
ト
ー

「
具
体
的
状
況
の
具
体
的
分
析
」が
過
渡
期
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。 

続
く
四
節
に
お
い
て
加
賀
藩
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
自
立
が
展

望
的
に
示
さ
れ
る
。
二
・
三
節
で
示
さ
れ
た
過
渡
期
に
小
農
民
経
営
の

自
立
を
可
能
に
す
る
基
礎
条
件
＝
多
肥
集
約
化
方
向
へ
の
生
産
力
発

展
と
農
民
的
商
品
・
貨
幣
経
済
が
成
立
、
十
八
世
紀
の
中
・
末
期
に
か

け
て
こ
れ
が
次
第
に
充
実
す
る
。切
高
令
も
こ
う
し
た
過
渡
的
現
実
を

反
映
し
た
も
の
と
し
て
分
析
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、「
い
く
ら
か
で
も

農
民
的
余
剰
」
が
成
立
す
る
な
か
で
小
農
民
経
営
の
自
立
が
実
現
す
る
。

し
か
し
、
自
立
性
を
獲
得
し
た
小
農
民
経
営
は
「
直
ち
に
新
た
な
貧
窮

の
危
険
」に
直
面
し「
小
農
民
経
営
の
自
立
＝
農
民
層
分
解
」と
な
る
。

そ
し
て
「
小
農
民
経
営
自
立
の
一
般
的
過
程
は
、
地
主
・
小
作
関
係
が

支
配
的
な
形
」
で
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
先
生
は
自
立

し
た
小
農
民
経
営
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

「
彼
ら
は
小
規
模
に
限
ら
れ
た
耕
地
か
ら
よ
り
多
く
の
収
穫
を
あ
げ

て
（
小
作
）
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
、
生
産
技
術
の
相
対
的
劣
悪
性

と
家
計
（
経
営
費
）
の
貧
弱
さ
を
補
っ
て
、
自
分
と
家
族
の
労
働
力
を

過
重
に
駆
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
日
雇
・
小
商
い
・

出
稼
ぎ
等
の
農
外
余
業
も
行
っ
た
で
あ
ろ
う
。」

第
三
章
は
、『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
』
史
学
編
二
三
号
に
発
表

原
因
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
は
重
い
。
上
時
国
家
の
分
析
を
中
心
と

す
る
第
三
節
で
は
、
小
農
民
の
自
立
に
た
い
す
る
促
進
的
要
因
と
一
方

で
の
土
豪
的
経
営
の
危
機
を
明
ら
か
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
時
国

村
の
惣
百
姓
の
村
へ
の
推
転
に
は
直
結
し
な
い
。土
豪
支
配
体
制
排
除

の
抗
争
は
、
惣
百
姓
の
対
領
主
貢
租
軽
減
闘
争
の
な
か
に
、
吸
収
さ
れ

変
質
し
途
絶
え
る
と
す
る
。土
豪
経
営
と
そ
の
村
落
支
配
は
依
然
と
し

て
残
さ
れ
、土
豪
的
支
配
の
強
い
遅
れ
た
類
型
と
な
っ
て
奥
能
登
の
特

徴
的
な
村
落
類
型
と
な
る
と
評
価
す
る
。 

第
三
章
は
、『
金
沢
大
学
経
済
論
集
』
六
号
に
発
表
さ
れ
た
。
先
生

は
、
早
く
越
後
に
お
け
る
地
主
制
を
検
討
し
た
際
に
割
地
慣
行
と
の
関

連
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
り
、
割
地
制
度
の
理
論
的
整
理
を
進
め
て
い

た
。
そ
の
成
果
が
近
世
的
村
落
概
念
を
導
入
し
て
の
割
地
制
度
の
説
明

で
あ
り
、「
百
姓
中
内
輪
之
定
書
」
に
基
づ
い
て
実
施
せ
よ
と
の
砺
波

郡
太
田
村
の
史
料
が
挙
例
と
さ
れ
た
。 

村
請
制
や
間
接
的
共
同
所
持
の
視
角
か
ら
も
先
生
の
整
理
は
支
持

さ
れ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
永
十
九
年
に
藩
に
よ
っ
て
創
始

さ
れ
た
と
す
る
加
賀
藩
の
割
地
制
度
理
解
も
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
比
較
的
短
い
論
文
で
あ
る
が
、
先
生
の
整
理
は
間
然
す
る
所
が

な
い
。 

第
二
部
第
一
章
は
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
・
国
史
論
集
』
に
収

載
さ
れ
た
。
改
作
仕
法
期
、
新
田
開
発
は
す
で
に
「
行
き
詰
ま
り
」
の

状
態
で
、
耕
地
拡
大
第
一
主
義
の
領
主
・
十
村
は
、「
特
殊
な
新
田
『
開

発
』」
で
あ
る
手
上
高
の
方
法
を
と
る
。
さ
ら
な
る
増
徴
の
手
段
と
し

て
実
施
さ
れ
た
の
が
手
上
免
で
あ
り
、
こ
れ
に
百
姓
が
対
応
す
る
た
め

に
は
、
集
約
化
に
よ
る
反
収
増
大
が
必
要
で
改
作
仕
法
は
そ
の
点
で

「
集
約
化
へ
の
種
を
蒔
い
た
」
と
す
る
。 

次
に
砺
波
郡
太
田
村
の
史
料
な
ど
か
ら
確
認
さ
れ
る
改
作
仕
法
期

の
農
業
経
営
形
態
、
複
合
家
族
労
働
手
作
経
営
、
下
人
雇
用
手
作
経
営
、

単
婚
家
族
労
働
手
作
経
営
の
三
形
態
の
発
展
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
主
力
の
経
営
形
態
で
あ
っ
た
下
人
雇
用
手
作
経
営
を

は
じ
め
前
二
者
が
消
滅
し
つ
つ
あ
っ
た
り
、行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

反
対
に
副
次
的
な
位
置
に
あ
っ
た
単
婚
家
族
労
働
手
作
経
営
が
発
展

性
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

結
論
と
し
て
、改
作
仕
法
は
集
約
的
単
婚
家
族
小
農
民
経
営
に
促
進

的
作
用
を
客
観
的
に
は
果
た
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
政
策
の
上
に
定
置
で

き
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
。 

第
二
章
は
、
四
節
か
ら
な
る
長
大
な
論
文
で
『
史
林
』
に
上
・
下
に

分
け
て
発
表
さ
れ
た
。 

こ
の
論
文
を
佐
々
木
潤
之
介
氏
の
切
高
令
理
解
、
小
農
経
営
満
面
開

花
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
評
価
す
る
向
き
が
多
い
。
し
か
し
目
的
は
、

「
米
作
単
作
に
専
門
化
」
し
、「
一
般
に
畑
作
商
品
生
産
や
農
村
工
業

に
期
待
で
き
な
い
」
地
域
、
加
賀
藩
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
自
立
の
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有
り
様
を
究
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。 

一
節
で
は
、明
暦
期
と
十
八
世
紀
の
農
業
経
営
費
の
全
体
的
構
成
の

変
化
を
調
べ
、
項
目
別
構
成
の
中
心
が
「
給
・
飯
米
か
ら
肥
料
代
へ
移

っ
た
こ
と
」、「
農
具
代
が
量
、
比
重
と
も
に
増
大
」
し
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
二
節
で
は
農
業
経
営
費
構
成
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
「
生
産
力

的
基
底
部
に
お
け
る
変
化
と
そ
の
方
向
を
つ
き
と
め
る
」
こ
と
を
目
的

に
、
耕
作
人
馬
、
肥
料
、
農
具
、
耕
作
体
系
、
種
籾
と
稲
、
農
業
生
産

性
に
つ
い
て
検
討
し
、
三
節
で
は
商
品
作
物
生
産
と
労
働
力
の
存
在
形

態
が
検
討
さ
れ
る
。
農
書
や
法
令
類
、
先
学
の
研
究
を
駆
使
し
て
展
開

さ
れ
る
議
論
は
、具
体
的
で
あ
り
興
味
深
い
指
摘
に
あ
ふ
れ
る
。二
節
・

三
節
の
分
析
を
経
て
生
産
力
発
展
方
式
、
労
働
集
約
化
、
在
方
労
働
力

の
流
出
と
形
態
変
化
の
そ
れ
ぞ
れ
で
寛
文
～
元
禄
、
正
徳
期
に
お
よ
ぶ

過
渡
期
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
先
生
は
過
渡
期
を
次
の
よ
う
に
描
い
て

い
る
。「
古
い
も
の
の
没
落
と
新
し
い
も
の
の
台
頭
と
、
両
者
の
未
完

了
な
状
態
の
上
に
、
不
安
定
で
複
雑
で
、
困
難
な
悩
み
の
多
い
時
期
で

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
顕
在
化
し
、
対
立
も
現
実
に
激
化
し
て
い

た
」
と
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
十
七
世
紀
後
期
の
三
州
一
般
に
み
ら
れ

る
持
高
構
成
の
特
徴
を
、「
小
規
模
農
業
経
営
に
適
合
的
な
技
術
発
展

が
未
熟
で
あ
り
、
他
方
で
『
下
人
』
奉
公
人
雇
用
経
営
が
す
で
に
危
機

的
様
相
を
は
ら
ん
で
い
た
」
過
渡
期
に
見
合
っ
た
も
の
と
評
価
す
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
二
節
・
三
節
は
過
渡
期
の
複
雑
性
の
追
究
に
主
眼

が
あ
っ
た
と
す
ら
思
え
る
。
見
瀬
氏
の
指
摘
す
る
先
生
の
モ
ッ
ト
ー

「
具
体
的
状
況
の
具
体
的
分
析
」が
過
渡
期
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。 

続
く
四
節
に
お
い
て
加
賀
藩
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
自
立
が
展

望
的
に
示
さ
れ
る
。
二
・
三
節
で
示
さ
れ
た
過
渡
期
に
小
農
民
経
営
の

自
立
を
可
能
に
す
る
基
礎
条
件
＝
多
肥
集
約
化
方
向
へ
の
生
産
力
発

展
と
農
民
的
商
品
・
貨
幣
経
済
が
成
立
、
十
八
世
紀
の
中
・
末
期
に
か

け
て
こ
れ
が
次
第
に
充
実
す
る
。切
高
令
も
こ
う
し
た
過
渡
的
現
実
を

反
映
し
た
も
の
と
し
て
分
析
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、「
い
く
ら
か
で
も

農
民
的
余
剰
」
が
成
立
す
る
な
か
で
小
農
民
経
営
の
自
立
が
実
現
す
る
。

し
か
し
、
自
立
性
を
獲
得
し
た
小
農
民
経
営
は
「
直
ち
に
新
た
な
貧
窮

の
危
険
」に
直
面
し「
小
農
民
経
営
の
自
立
＝
農
民
層
分
解
」と
な
る
。

そ
し
て
「
小
農
民
経
営
自
立
の
一
般
的
過
程
は
、
地
主
・
小
作
関
係
が

支
配
的
な
形
」
で
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
先
生
は
自
立

し
た
小
農
民
経
営
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

「
彼
ら
は
小
規
模
に
限
ら
れ
た
耕
地
か
ら
よ
り
多
く
の
収
穫
を
あ
げ

て
（
小
作
）
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
、
生
産
技
術
の
相
対
的
劣
悪
性

と
家
計
（
経
営
費
）
の
貧
弱
さ
を
補
っ
て
、
自
分
と
家
族
の
労
働
力
を

過
重
に
駆
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
日
雇
・
小
商
い
・

出
稼
ぎ
等
の
農
外
余
業
も
行
っ
た
で
あ
ろ
う
。」

第
三
章
は
、『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
』
史
学
編
二
三
号
に
発
表

原
因
と
な
っ
て
い
る
と
の
指
摘
は
重
い
。
上
時
国
家
の
分
析
を
中
心
と

す
る
第
三
節
で
は
、
小
農
民
の
自
立
に
た
い
す
る
促
進
的
要
因
と
一
方

で
の
土
豪
的
経
営
の
危
機
を
明
ら
か
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
時
国

村
の
惣
百
姓
の
村
へ
の
推
転
に
は
直
結
し
な
い
。土
豪
支
配
体
制
排
除

の
抗
争
は
、
惣
百
姓
の
対
領
主
貢
租
軽
減
闘
争
の
な
か
に
、
吸
収
さ
れ

変
質
し
途
絶
え
る
と
す
る
。土
豪
経
営
と
そ
の
村
落
支
配
は
依
然
と
し

て
残
さ
れ
、土
豪
的
支
配
の
強
い
遅
れ
た
類
型
と
な
っ
て
奥
能
登
の
特

徴
的
な
村
落
類
型
と
な
る
と
評
価
す
る
。 

第
三
章
は
、『
金
沢
大
学
経
済
論
集
』
六
号
に
発
表
さ
れ
た
。
先
生

は
、
早
く
越
後
に
お
け
る
地
主
制
を
検
討
し
た
際
に
割
地
慣
行
と
の
関

連
に
つ
い
て
論
及
し
て
お
り
、
割
地
制
度
の
理
論
的
整
理
を
進
め
て
い

た
。
そ
の
成
果
が
近
世
的
村
落
概
念
を
導
入
し
て
の
割
地
制
度
の
説
明

で
あ
り
、「
百
姓
中
内
輪
之
定
書
」
に
基
づ
い
て
実
施
せ
よ
と
の
砺
波

郡
太
田
村
の
史
料
が
挙
例
と
さ
れ
た
。 

村
請
制
や
間
接
的
共
同
所
持
の
視
角
か
ら
も
先
生
の
整
理
は
支
持

さ
れ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
寛
永
十
九
年
に
藩
に
よ
っ
て
創
始

さ
れ
た
と
す
る
加
賀
藩
の
割
地
制
度
理
解
も
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
比
較
的
短
い
論
文
で
あ
る
が
、
先
生
の
整
理
は
間
然
す
る
所
が

な
い
。 

第
二
部
第
一
章
は
『
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記
念
・
国
史
論
集
』
に
収

載
さ
れ
た
。
改
作
仕
法
期
、
新
田
開
発
は
す
で
に
「
行
き
詰
ま
り
」
の

状
態
で
、
耕
地
拡
大
第
一
主
義
の
領
主
・
十
村
は
、「
特
殊
な
新
田
『
開

発
』」
で
あ
る
手
上
高
の
方
法
を
と
る
。
さ
ら
な
る
増
徴
の
手
段
と
し

て
実
施
さ
れ
た
の
が
手
上
免
で
あ
り
、
こ
れ
に
百
姓
が
対
応
す
る
た
め

に
は
、
集
約
化
に
よ
る
反
収
増
大
が
必
要
で
改
作
仕
法
は
そ
の
点
で

「
集
約
化
へ
の
種
を
蒔
い
た
」
と
す
る
。 

次
に
砺
波
郡
太
田
村
の
史
料
な
ど
か
ら
確
認
さ
れ
る
改
作
仕
法
期

の
農
業
経
営
形
態
、
複
合
家
族
労
働
手
作
経
営
、
下
人
雇
用
手
作
経
営
、

単
婚
家
族
労
働
手
作
経
営
の
三
形
態
の
発
展
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
当
時
の
主
力
の
経
営
形
態
で
あ
っ
た
下
人
雇
用
手
作
経
営
を

は
じ
め
前
二
者
が
消
滅
し
つ
つ
あ
っ
た
り
、行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

反
対
に
副
次
的
な
位
置
に
あ
っ
た
単
婚
家
族
労
働
手
作
経
営
が
発
展

性
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。 

結
論
と
し
て
、改
作
仕
法
は
集
約
的
単
婚
家
族
小
農
民
経
営
に
促
進

的
作
用
を
客
観
的
に
は
果
た
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
政
策
の
上
に
定
置
で

き
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
。 

第
二
章
は
、
四
節
か
ら
な
る
長
大
な
論
文
で
『
史
林
』
に
上
・
下
に

分
け
て
発
表
さ
れ
た
。 

こ
の
論
文
を
佐
々
木
潤
之
介
氏
の
切
高
令
理
解
、
小
農
経
営
満
面
開

花
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
評
価
す
る
向
き
が
多
い
。
し
か
し
目
的
は
、

「
米
作
単
作
に
専
門
化
」
し
、「
一
般
に
畑
作
商
品
生
産
や
農
村
工
業

に
期
待
で
き
な
い
」
地
域
、
加
賀
藩
に
お
け
る
小
農
民
経
営
の
自
立
の
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況
の
中
に
積
極
的
に
生
き
て
受
け
止
め
た
問
題
を
、
歴
史
研
究
の
方
法

と
し
た
」
と
い
う
立
場
を
闡
明
に
す
る
。
そ
う
し
た
立
場
か
ら
幕
藩
制

構
造
論
が
提
起
さ
れ
、
人
民
闘
争
史
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
九
七
〇

年
か
ら
は
幕
藩
制
国
家
論
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
す
。

そ
し
て
、
幕
藩
制
国
家
論
の
さ
ら
な
る
進
展
の
た
め
に
は
、
幕
藩
制
構

造
論
、
近
世
人
民
闘
争
史
の
克
服
の
仕
方
も
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
、
佐
々
木
潤
之
介
氏
の
仕
事
を
検
討
す
る
。

論
点
の
一
つ
ひ
と
つ
を
列
挙
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、『
幕
末
社
会

論
』
に
お
け
る
豪
農
理
解
を
批
判
し
て
、「
一
個
の
経
営
、
一
個
の
人

格
と
し
て
内
部
矛
盾
・
対
立
の
た
め
に
悩
み
多
き
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え

に
次
へ
の
展
開
を
内
包
す
る
、
幕
藩
封
建
制
解
体
期
に
ふ
さ
わ
し
い
自

己
矛
盾
的
存
在
と
し
て
、
も
っ
と
生
き
生
き
と
と
ら
え
得
た
の
で
は
な

い
か
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
先
生
ら
し
さ
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、「
農
村

史
・
地
方
史
研
究
の
減
退
」
の
原
因
が
理
論
の
側
に
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、『
幕
末
社
会
論
』
の
さ
ら
な
る
克
服
こ
そ
が
、「
近
世
史
の
総
体

的
把
握
を
め
ざ
す
研
究
」
を
よ
り
一
層
の
展
開
へ
と
導
く
と
す
る
。

先
生
の
研
究
は
こ
の
論
文
を
契
機
に
大
き
く
転
換
し
、
加
賀
藩
制
・

藩
政
確
立
過
程
の
究
明
へ
と
重
点
が
移
行
す
る
。第
三
部
の
論
考
は
こ

の
転
換
後
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
は
『
北
陸
歴
科
研
会
報
』
二
一
号
に
発
表
さ
れ
、
越
中
城
端

の
善
徳
寺
文
書
を
手
掛
か
り
に
真
宗
東
派
の
国
法
触
頭
制
の
確
立
過

程
を
考
察
す
る
。
触
頭
に
は
寺
法
触
頭
と
国
法
触
頭
が
あ
り
、
両
者
は

多
く
の
場
合
兼
務
さ
れ
て
い
る
が
峻
別
す
べ
き
こ
と
、
加
賀
藩
は
本
山

が
寺
法
触
頭
に
任
じ
た
寺
を
国
法
触
頭
に
任
ず
る
と
い
う
方
針
を
取

っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
う
し
た
役
は
利
家
の
時
代
か
ら
あ
っ

た
が
、
国
法
触
頭
の
任
命
が
確
実
な
の
は
、「
寺
社
奉
行
」
が
設
置
さ

れ
た
翌
年
の
慶
安
二
年
で
あ
り
、以
後
に
続
く
体
制
が
確
定
し
た
と
す

る
。
寺
組
合
が
自
主
的
に
編
成
さ
れ
、
国
法
触
頭
の
費
用
を
郡
中
打
銀

と
し
て
徴
収
す
る
制
度
が
確
立
し
た
寛
文
二
年
に
加
賀
藩
の
国
法
触

頭
制
は
基
本
的
に
確
立
し
た
と
す
る
。

二
章
は
楠
瀬
勝
編
『
日
本
前
近
代
と
北
陸
社
会
』
に
収
載
さ
れ
た
。

最
初
に
真
宗
寺
院
の
道
場
役
（
公
儀
役
）
＝
越
中
の
道
場
綿
、
能
登
の

掃
除
番
・
上
り
箸
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
道
場
役
は
、「
土
地
の

領
有
権
者
に
対
す
る
御
礼
」
と
し
て
藩
初
か
ら
あ
っ
た
が
、
寛
永
期
に

小
物
成
、
貢
租
へ
と
性
格
を
変
え
て
お
り
、
こ
れ
を
真
宗
寺
院
が
「
庇

護
者
か
ら
被
支
配
者
」
へ
そ
の
地
位
を
変
え
ら
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
。

次
に
寺
院
の
屋
敷
地
改
め
を
検
討
し
、
元
和
総
検
地
に
お
け
る
寺
院
屋

敷
地
に
対
す
る
一
斉
竿
入
れ
の
意
義
を
強
調
す
る
。
拝
領
屋
敷
地
の
調

査
を
経
て
明
暦
二
年
か
ら
そ
の
地
子
化
が
強
力
に
進
め
ら
れ
た
こ
と

を
指
摘
し
、「
寺
社
の
特
権
が
大
き
く
奪
わ
れ
る
事
態
」
と
す
る
。
最

後
に
明
暦
二
年
に
新
寺
停
止
令
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
破
却
令
、
所
替
禁

止
と
徹
底
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
新
寺
停
止
令

さ
れ
た
。
十
八
世
紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
前
期
の
改
作
方
の
施
策
を
主

要
な
所
管
事
項
で
あ
る
高
方
と
地
盤
方
の
二
つ
の
視
角
か
ら
追
い
、
最

後
に
天
保
改
革
を
考
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に
地
主
・
小
作
関
係
の
一
般
的
進
展
と
地
主
手
作
り
の
縮
小
、

地
主
・
小
作
間
の
紛
争
が
継
続
す
る
農
村
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
目
立
っ
た
高
方
の
施
策
は
見
出
さ
れ
ず
、
縣

作
高
の
多
い
村
、
町
人
取
高
も
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
。
そ

う
し
た
な
か
で
、年
貢
増
徴
を
め
ざ
す
地
盤
方
の
施
策
が
強
行
さ
れ
る

と
収
斂
に
お
ち
い
り
農
村
に
疲
弊
状
況
が
生
ま
れ
る
。
結
果
、
文
政
期

に
は
農
業
政
策
が
行
き
詰
ま
っ
て
混
乱
し
打
開
の
道
を
見
出
し
え
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

次
い
で
、
文
化
期
に
新
川
郡
の
十
村
が
「
出
作
田
地
平
均
論
」
を
、

天
保
期
に
上
田
作
之
丞
が
「
高
平
均
」
論
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
に
注

意
を
向
け
、
と
も
に
、「
百
姓
間
の
貧
富
・
大
小
の
差
」
に
難
渋
の
根

源
が
あ
る
と
す
る
点
で
共
通
す
る
と
し
、
天
保
改
革
期
に
実
施
さ
れ
た

高
方
仕
法
が
こ
れ
ら
の
主
張
と
類
似
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ

れ
は
借
財
方
と
連
動
す
る
徳
政
的
な
施
策
で
、
取
揚
高
（
御
縮
高
）、

買
返
高
と
い
っ
た
形
で
実
施
さ
れ
「
小
百
姓
・
頭
振
に
持
高
を
与
え
る
」、

「
言
い
切
れ
ば
持
高
平
均
化
」
の
方
法
で
あ
っ
た
と
す
る
。
仕
法
の
も

た
ら
し
た
状
況
を
水
島
茂
氏
の
論
文
や
、
能
登
口
郡
垣
内
田
村
、
新
川

郡
田
畑
村
の
例
で
確
認
し
、小
高
持
や
零
細
耕
作
者
に
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
し
つ
つ
「
仕
法
の
影
響
で
自
作
化
が
進
行
し

て
地
主
・
小
作
関
係
は
逆
行
し
た
」
と
ま
と
め
る
。

次
に
天
保
改
革
期
に
お
け
る
地
盤
方
の
施
策
か
ら
貢
租
増
徴
が
強

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
口
郡
東
野
村
で
実
施

さ
れ
た
極
貧
村
御
仕
立
仕
法
の
実
際
か
ら
、「
縣
作
高
は
す
べ
て
居
村

に
返
さ
れ
て
各
農
民
に
配
当
さ
れ
」、
貢
租
負
担
能
力
の
あ
る
農
民
が

作
り
出
さ
れ
る
一
方
、「
土
不
足
ま
た
は
地
味
劣
り
及
び
高
免
」
と
い

っ
た
地
盤
方
の
施
策
は
な
ん
ら
の
手
当
て
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
各

農
民
へ
の
高
の
配
当
は
平
等
で
は
な
く
二
、三
石
の
持
高
し
か
認
め
ら

れ
な
い
百
姓
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
仕
法
の
「
最
下
層
を
見
捨

て
る
」と
い
う
大
き
な
限
界
を
摘
出
す
る
。高
方
仕
法
を「
持
高
平
均
」

と
受
け
取
っ
た
百
姓
の
願
望
・
要
求
は
「
誤
解
」
と
さ
れ
、
一
蹴
さ
れ

る
。
切
り
捨
て
ら
れ
た
「
貧
農
・
小
作
人
の
闘
争
の
質
の
検
討
」
が
課

題
と
な
る
と
し
て
世
直
し
を
展
望
す
る
。

第
四
章
は
、『
歴
史
評
論
』
三
二
三
号
に
発
表
さ
れ
た
。
深
谷
克
己

氏
は
人
民
闘
争
史
研
究
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
が
一
九
六
七
年

か
ら
一
九
七
二
年
で
あ
っ
た
と
し
（
２
）
、
中
村
政
則
氏
は
一
九
七
五
年

を
「
戦
後
歴
史
学
が
一
つ
の
時
代
を
終
え
た
年
」
と
し
て
い
る
（
３
）
。

歴
史
学
が
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、近
世
史
の

研
究
者
と
し
て
ど
う
研
究
活
動
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
考
察
し
た
論

文
で
あ
る
。
最
初
に
、「
研
究
を
に
な
う
者
が
一
九
六
〇
年
代
の
諸
状
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況
の
中
に
積
極
的
に
生
き
て
受
け
止
め
た
問
題
を
、
歴
史
研
究
の
方
法

と
し
た
」
と
い
う
立
場
を
闡
明
に
す
る
。
そ
う
し
た
立
場
か
ら
幕
藩
制

構
造
論
が
提
起
さ
れ
、
人
民
闘
争
史
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
九
七
〇

年
か
ら
は
幕
藩
制
国
家
論
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
の
認
識
を
示
す
。

そ
し
て
、
幕
藩
制
国
家
論
の
さ
ら
な
る
進
展
の
た
め
に
は
、
幕
藩
制
構

造
論
、
近
世
人
民
闘
争
史
の
克
服
の
仕
方
も
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
、
佐
々
木
潤
之
介
氏
の
仕
事
を
検
討
す
る
。

論
点
の
一
つ
ひ
と
つ
を
列
挙
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、『
幕
末
社
会

論
』
に
お
け
る
豪
農
理
解
を
批
判
し
て
、「
一
個
の
経
営
、
一
個
の
人

格
と
し
て
内
部
矛
盾
・
対
立
の
た
め
に
悩
み
多
き
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え

に
次
へ
の
展
開
を
内
包
す
る
、
幕
藩
封
建
制
解
体
期
に
ふ
さ
わ
し
い
自

己
矛
盾
的
存
在
と
し
て
、
も
っ
と
生
き
生
き
と
と
ら
え
得
た
の
で
は
な

い
か
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
先
生
ら
し
さ
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、「
農
村

史
・
地
方
史
研
究
の
減
退
」
の
原
因
が
理
論
の
側
に
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、『
幕
末
社
会
論
』
の
さ
ら
な
る
克
服
こ
そ
が
、「
近
世
史
の
総
体

的
把
握
を
め
ざ
す
研
究
」
を
よ
り
一
層
の
展
開
へ
と
導
く
と
す
る
。

先
生
の
研
究
は
こ
の
論
文
を
契
機
に
大
き
く
転
換
し
、
加
賀
藩
制
・

藩
政
確
立
過
程
の
究
明
へ
と
重
点
が
移
行
す
る
。第
三
部
の
論
考
は
こ

の
転
換
後
の
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
は
『
北
陸
歴
科
研
会
報
』
二
一
号
に
発
表
さ
れ
、
越
中
城
端

の
善
徳
寺
文
書
を
手
掛
か
り
に
真
宗
東
派
の
国
法
触
頭
制
の
確
立
過

程
を
考
察
す
る
。
触
頭
に
は
寺
法
触
頭
と
国
法
触
頭
が
あ
り
、
両
者
は

多
く
の
場
合
兼
務
さ
れ
て
い
る
が
峻
別
す
べ
き
こ
と
、
加
賀
藩
は
本
山

が
寺
法
触
頭
に
任
じ
た
寺
を
国
法
触
頭
に
任
ず
る
と
い
う
方
針
を
取

っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
う
し
た
役
は
利
家
の
時
代
か
ら
あ
っ

た
が
、
国
法
触
頭
の
任
命
が
確
実
な
の
は
、「
寺
社
奉
行
」
が
設
置
さ

れ
た
翌
年
の
慶
安
二
年
で
あ
り
、以
後
に
続
く
体
制
が
確
定
し
た
と
す

る
。
寺
組
合
が
自
主
的
に
編
成
さ
れ
、
国
法
触
頭
の
費
用
を
郡
中
打
銀

と
し
て
徴
収
す
る
制
度
が
確
立
し
た
寛
文
二
年
に
加
賀
藩
の
国
法
触

頭
制
は
基
本
的
に
確
立
し
た
と
す
る
。

二
章
は
楠
瀬
勝
編
『
日
本
前
近
代
と
北
陸
社
会
』
に
収
載
さ
れ
た
。

最
初
に
真
宗
寺
院
の
道
場
役
（
公
儀
役
）
＝
越
中
の
道
場
綿
、
能
登
の

掃
除
番
・
上
り
箸
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
道
場
役
は
、「
土
地
の

領
有
権
者
に
対
す
る
御
礼
」
と
し
て
藩
初
か
ら
あ
っ
た
が
、
寛
永
期
に

小
物
成
、
貢
租
へ
と
性
格
を
変
え
て
お
り
、
こ
れ
を
真
宗
寺
院
が
「
庇

護
者
か
ら
被
支
配
者
」
へ
そ
の
地
位
を
変
え
ら
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
。

次
に
寺
院
の
屋
敷
地
改
め
を
検
討
し
、
元
和
総
検
地
に
お
け
る
寺
院
屋

敷
地
に
対
す
る
一
斉
竿
入
れ
の
意
義
を
強
調
す
る
。
拝
領
屋
敷
地
の
調

査
を
経
て
明
暦
二
年
か
ら
そ
の
地
子
化
が
強
力
に
進
め
ら
れ
た
こ
と

を
指
摘
し
、「
寺
社
の
特
権
が
大
き
く
奪
わ
れ
る
事
態
」
と
す
る
。
最

後
に
明
暦
二
年
に
新
寺
停
止
令
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
破
却
令
、
所
替
禁

止
と
徹
底
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
新
寺
停
止
令

さ
れ
た
。
十
八
世
紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
前
期
の
改
作
方
の
施
策
を
主

要
な
所
管
事
項
で
あ
る
高
方
と
地
盤
方
の
二
つ
の
視
角
か
ら
追
い
、
最

後
に
天
保
改
革
を
考
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

は
じ
め
に
地
主
・
小
作
関
係
の
一
般
的
進
展
と
地
主
手
作
り
の
縮
小
、

地
主
・
小
作
間
の
紛
争
が
継
続
す
る
農
村
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
目
立
っ
た
高
方
の
施
策
は
見
出
さ
れ
ず
、
縣

作
高
の
多
い
村
、
町
人
取
高
も
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
。
そ

う
し
た
な
か
で
、年
貢
増
徴
を
め
ざ
す
地
盤
方
の
施
策
が
強
行
さ
れ
る

と
収
斂
に
お
ち
い
り
農
村
に
疲
弊
状
況
が
生
ま
れ
る
。
結
果
、
文
政
期

に
は
農
業
政
策
が
行
き
詰
ま
っ
て
混
乱
し
打
開
の
道
を
見
出
し
え
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

次
い
で
、
文
化
期
に
新
川
郡
の
十
村
が
「
出
作
田
地
平
均
論
」
を
、

天
保
期
に
上
田
作
之
丞
が
「
高
平
均
」
論
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
に
注

意
を
向
け
、
と
も
に
、「
百
姓
間
の
貧
富
・
大
小
の
差
」
に
難
渋
の
根

源
が
あ
る
と
す
る
点
で
共
通
す
る
と
し
、
天
保
改
革
期
に
実
施
さ
れ
た

高
方
仕
法
が
こ
れ
ら
の
主
張
と
類
似
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ

れ
は
借
財
方
と
連
動
す
る
徳
政
的
な
施
策
で
、
取
揚
高
（
御
縮
高
）、

買
返
高
と
い
っ
た
形
で
実
施
さ
れ
「
小
百
姓
・
頭
振
に
持
高
を
与
え
る
」、

「
言
い
切
れ
ば
持
高
平
均
化
」
の
方
法
で
あ
っ
た
と
す
る
。
仕
法
の
も

た
ら
し
た
状
況
を
水
島
茂
氏
の
論
文
や
、
能
登
口
郡
垣
内
田
村
、
新
川

郡
田
畑
村
の
例
で
確
認
し
、小
高
持
や
零
細
耕
作
者
に
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
に
注
意
し
つ
つ
「
仕
法
の
影
響
で
自
作
化
が
進
行
し

て
地
主
・
小
作
関
係
は
逆
行
し
た
」
と
ま
と
め
る
。

次
に
天
保
改
革
期
に
お
け
る
地
盤
方
の
施
策
か
ら
貢
租
増
徴
が
強

行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
口
郡
東
野
村
で
実
施

さ
れ
た
極
貧
村
御
仕
立
仕
法
の
実
際
か
ら
、「
縣
作
高
は
す
べ
て
居
村

に
返
さ
れ
て
各
農
民
に
配
当
さ
れ
」、
貢
租
負
担
能
力
の
あ
る
農
民
が

作
り
出
さ
れ
る
一
方
、「
土
不
足
ま
た
は
地
味
劣
り
及
び
高
免
」
と
い

っ
た
地
盤
方
の
施
策
は
な
ん
ら
の
手
当
て
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
各

農
民
へ
の
高
の
配
当
は
平
等
で
は
な
く
二
、三
石
の
持
高
し
か
認
め
ら

れ
な
い
百
姓
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
仕
法
の
「
最
下
層
を
見
捨

て
る
」と
い
う
大
き
な
限
界
を
摘
出
す
る
。高
方
仕
法
を「
持
高
平
均
」

と
受
け
取
っ
た
百
姓
の
願
望
・
要
求
は
「
誤
解
」
と
さ
れ
、
一
蹴
さ
れ

る
。
切
り
捨
て
ら
れ
た
「
貧
農
・
小
作
人
の
闘
争
の
質
の
検
討
」
が
課

題
と
な
る
と
し
て
世
直
し
を
展
望
す
る
。

第
四
章
は
、『
歴
史
評
論
』
三
二
三
号
に
発
表
さ
れ
た
。
深
谷
克
己

氏
は
人
民
闘
争
史
研
究
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
が
一
九
六
七
年

か
ら
一
九
七
二
年
で
あ
っ
た
と
し
（
２
）
、
中
村
政
則
氏
は
一
九
七
五
年

を
「
戦
後
歴
史
学
が
一
つ
の
時
代
を
終
え
た
年
」
と
し
て
い
る
（
３
）
。

歴
史
学
が
大
き
な
曲
が
り
角
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
、近
世
史
の

研
究
者
と
し
て
ど
う
研
究
活
動
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
考
察
し
た
論

文
で
あ
る
。
最
初
に
、「
研
究
を
に
な
う
者
が
一
九
六
〇
年
代
の
諸
状
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貧
策
、
賤
民
解
放
論
、
最
後
の
藩
主
慶
寧
の
福
祉
政
策
な
ど
に
つ
い

て
触
れ
る
。
特
に
、
収
容
者
に
生
業
を
与
え
よ
う
と
し
た
救
小
屋
や

「
撫
育
所
」
の
活
動
を
注
目
す
べ
き
福
祉
政
策
で
あ
る
と
評
価
す

る
。
し
か
し
、
加
賀
藩
の
政
治
方
針
・
施
策
が
こ
の
時
期
の
日
本
の

政
治
情
勢
へ
の
理
解
と
対
応
に
遅
れ
、
誤
っ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
救
恤
策
も
そ
の
非
開
明
性
が
持
続
さ
れ
た
と
す
る
。

一
方
、
金
沢
町
民
の
救
恤
活
動
に
つ
い
て
は
、
楠
部
屋
金
五
郎
を

中
心
と
す
る
非
人
へ
の
自
発
的
・
組
織
的
な
救
恤
行
為
、
堀
昌
安
に

よ
る
犀
川
川
下
で
の
街
づ
く
り
が
紹
介
さ
れ
、
続
く
天
保
飢
饉
時
で

は
、
武
士
や
富
裕
な
町
人
が
米
銭
を
拠
出
し
た
こ
と
。
救
小
屋
に
つ

い
て
、
そ
の
世
話
役
に
町
人
が
す
え
ら
れ
、
官
民
で
取
り
組
む
姿
勢

を
と
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
る
。
安
政
期
に
は
、
町
人
の
側
で

個
性
的
な
救
恤
活
動
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
、
城
戸
屋
六
兵
衛
、

綿
津
屋
政
右
衛
門
、
小
野
太
三
郎
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

明
治
維
新
期
で
は
、
慶
寧
に
よ
る
卯
辰
山
開
拓
事
業
に
、
町
民
が
冥

加
や
労
働
奉
仕
で
協
力
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、藩
政
の
制
約
下
に
あ

り
な
が
ら
、
化
政
期
以
後
、「
人
間
を
人
間
と
し
て
見
る
目
、
社
会
的

弱
者
の
自
助
・
自
立
を
援
け
よ
う
と
す
る
心
が
育
ち
、
救
恤
す
る
者
自

身
が
個
性
を
発
揮
す
る
場
を
得
は
じ
め
て
い
た
こ
と
」
に
、
近
代
へ
の

胎
動
、
幕
藩
制
崩
壊
期
の
特
徴
を
看
取
で
き
る
と
す
る
。

第
四
部
は
、
歴
史
叢
書
『
金
沢
藩
』
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
原
稿
（
未

定
稿
）
を
、
第
一
章
「
一
番
大
名
」
前
田
氏
、
第
二
章
前
田
利
家
の
立

身
と
し
て
収
載
し
、
第
三
章
と
し
て
『
文
化
財
論
考
』
創
刊
号
に
発
表

さ
れ
た
「『
前
田
利
長
の
進
退
』
補
説
」
を
掲
載
す
る
構
成
で
あ
る
。

第
一
章
は
、
金
沢
藩
、
前
田
氏
、
江
戸
藩
邸
、
前
田
氏
の
領
知
、
三

藩
分
立
、
北
陸
街
道
の
六
項
目
よ
り
な
り
、
第
二
章
は
、
前
田
利
家
の

出
自
か
ら
利
家
の
遺
言
ま
で
の
十
九
項
目
よ
り
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
の

『
石
川
県
の
歴
史
』
で
近
世
の
部
分
を
担
当
さ
れ
た
先
生
は
、
五
章
前

田
三
代
を
、
一
番
大
名
の
成
立
と
し
て
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
手
慣
れ
た
対
象
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
新
た
に
項
目
立
て

を
お
こ
な
い
知
見
を
整
理
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
先
生
の
研
究

手
法
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。

第
三
章
は
、
金
沢
学
院
大
学
で
研
究
と
教
育
に
あ
た
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
最
晩
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
の
「
前
田
利
長
の
家
中
統
制
（
素
描
）」
に
は
じ
ま
る

先
生
の
加
賀
藩
政
治
史
に
は
、
幕
藩
制
構
造
論
の
「
幕
藩
体
制
の
集
権

的
特
質
、
上
部
権
力
の
規
定
性
を
強
調
す
る
」
特
異
な
論
理
に
対
す
る

批
判
と
、「
郷
土
賞
賛
的
ま
た
は
前
田
氏
顕
彰
的
風
潮
に
気
遣
い
を
し

た
よ
う
な
叙
述
」
と
の
加
賀
藩
政
治
史
に
対
す
る
評
価
が
あ
っ
た
。
先

生
は
、
そ
の
研
究
が
一
九
九
二
年
の
「
前
田
利
長
の
進
退
」
で
一
応
の

結
実
を
見
、
前
田
利
長
と
家
臣
団
に
関
す
る
「
新
し
い
見
方
」
を
定
立

で
き
た
と
す
る
。
実
際
、「
前
田
利
長
の
進
退
」
は
「
利
長
が
一
途
に

と
改
作
仕
法
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
「
個

別
領
主
の
領
有
権
に
権
原
を
有
す
る
も
の
」
と
評
価
す
る
。
ま
と
め
で

は
徳
川
幕
府
の
寺
院
統
制
と
比
較
し
た
と
き
の
加
賀
藩
の
独
自
性
が

指
摘
さ
れ
、「
個
別
領
主
加
賀
藩
の
内
発
的
な
独
自
性
、
特
殊
性
」
に

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
対
幕
関
係
の
推

移
を
振
り
返
り
、「
そ
の
政
治
は
幕
府
に
単
に
盲
従
す
る
も
の
で
な
か

っ
た
」、「
個
別
領
主
の
側
は
主
体
性
を
保
持
し
つ
つ
徳
川
氏
に
従
属
し

て
い
っ
た
」
と
し
、
改
作
仕
法
と
寺
院
統
制
は
、
藩
政
確
立
策
の
両
局

面
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
施
策
に
お
け

る
他
藩
と
の
寛
厳
の
差
を
指
摘
し
、
一
向
宗
に
対
す
る
政
治
的
評
価
の

違
い
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

三
章
は
『
部
落
問
題
研
究
』
八
三
号
に
発
表
さ
れ
た
。
加
賀
藩
の
賤

民
制
を
全
国
的
な
議
論
の
対
象
に
加
わ
ら
せ
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ

と
、
藩
制
・
藩
政
史
と
の
関
連
で
「
賤
民
制
と
そ
の
支
配
の
変
化
」
を

考
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

最
初
に
、
加
賀
藩
賤
民
制
の
特
徴
が
編
成
の
独
自
性
、
中
世
と
の
断

絶
性
、
幕
藩
制
へ
の
追
随
性
の
視
角
か
ら
整
理
さ
れ
る
。
賤
民
制
の
独

自
な
編
成
が
、
幕
府
の
制
度
を
模
倣
・
追
随
す
る
も
の
に
変
化
す
る
の

が
、「
幕
府
の
政
策
を
忠
実
に
受
け
入
れ
る
立
場
」
と
な
っ
た
寛
文
・

延
宝
期
以
降
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、近
世
賤
民
支
配
の
特
質
を

「
幕
藩
制
支
配
に
お
け
る
個
別
藩
の
独
自
性
と
幕
藩
体
制
へ
の
組
み

込
ま
れ
方
と
に
関
連
付
け
た
考
察
」
が
加
賀
藩
の
場
合
に
可
能
で
は
な

い
か
と
の
見
通
し
を
示
す
。

次
い
で
、
廻
り
藤
内
役
の
近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
変
化
、
皮
多
の

皮
剥
ぎ
場
争
論
、
猪
鹿
皮
上
納
一
件
、
非
人
（
乞
食
）
の
抵
抗
を
検
討

す
る
。そ
の
う
え
で
、
十
八
世
紀
中
期
以
降
の
加
賀
藩
に
お
け
る
籐
内
、

皮
多
に
対
す
る
差
別
政
策
の
強
化
を
藩
政
史
の
推
移
と
関
係
さ
せ
て

考
え
る
。

新
た
な
経
済
社
会
構
造
が
形
成
さ
れ
る
一
方
、逼
迫
す
る
財
政
状
況

の
中
で
領
主
は
年
貢
の
増
徴
に
は
し
る
。
農
民
の
疲
弊
、
治
安
の
乱
れ

が
深
ま
り
、
取
締
り
も
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
、
廻
り

藤
内
、
さ
ら
に
は
非
人
の
職
掌
拡
大
の
要
因
が
あ
り
、
皮
多
の
権
益
争

い
、
非
人
の
抵
抗
が
強
ま
る
要
因
も
あ
っ
た
と
す
る
。
廻
り
藤
内
の
権

勢
が
強
ま
り
、
そ
れ
が
平
人
の
反
発
を
招
い
て
差
別
が
強
化
さ
れ
、
ま

た
差
別
制
度
の
見
直
し
も
生
ま
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

四
章
は
二
宮
哲
雄
編
『
金
沢─

伝
統
・
再
生
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
』
に
発

表
さ
れ
た
論
文
で
、
金
沢
町
に
お
け
る
為
政
者
と
町
民
に
よ
る
救
恤
の

歴
史
を
四
期
に
分
け
て
お
い
、「
近
代
的
な
社
会
福
祉
思
想
の
胎
動
」

を
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

為
政
者
の
そ
れ
は
、
郡
奉
行
高
沢
忠
順
の
「
非
人
」（
札
持
乞
食
）

の
解
放
意
見
、
恒
常
的
救
恤
施
設
「
非
人
小
屋
」
の
活
動
、
救
小
屋

の
建
設
、
安
政
の
三
州
大
一
揆
に
際
し
て
の
尊
攘
派
の
救
恤
策
・
救
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貧
策
、
賤
民
解
放
論
、
最
後
の
藩
主
慶
寧
の
福
祉
政
策
な
ど
に
つ
い

て
触
れ
る
。
特
に
、
収
容
者
に
生
業
を
与
え
よ
う
と
し
た
救
小
屋
や

「
撫
育
所
」
の
活
動
を
注
目
す
べ
き
福
祉
政
策
で
あ
る
と
評
価
す

る
。
し
か
し
、
加
賀
藩
の
政
治
方
針
・
施
策
が
こ
の
時
期
の
日
本
の

政
治
情
勢
へ
の
理
解
と
対
応
に
遅
れ
、
誤
っ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
救
恤
策
も
そ
の
非
開
明
性
が
持
続
さ
れ
た
と
す
る
。

一
方
、
金
沢
町
民
の
救
恤
活
動
に
つ
い
て
は
、
楠
部
屋
金
五
郎
を

中
心
と
す
る
非
人
へ
の
自
発
的
・
組
織
的
な
救
恤
行
為
、
堀
昌
安
に

よ
る
犀
川
川
下
で
の
街
づ
く
り
が
紹
介
さ
れ
、
続
く
天
保
飢
饉
時
で

は
、
武
士
や
富
裕
な
町
人
が
米
銭
を
拠
出
し
た
こ
と
。
救
小
屋
に
つ

い
て
、
そ
の
世
話
役
に
町
人
が
す
え
ら
れ
、
官
民
で
取
り
組
む
姿
勢

を
と
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
る
。
安
政
期
に
は
、
町
人
の
側
で

個
性
的
な
救
恤
活
動
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
、
城
戸
屋
六
兵
衛
、

綿
津
屋
政
右
衛
門
、
小
野
太
三
郎
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

明
治
維
新
期
で
は
、
慶
寧
に
よ
る
卯
辰
山
開
拓
事
業
に
、
町
民
が
冥

加
や
労
働
奉
仕
で
協
力
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、藩
政
の
制
約
下
に
あ

り
な
が
ら
、
化
政
期
以
後
、「
人
間
を
人
間
と
し
て
見
る
目
、
社
会
的

弱
者
の
自
助
・
自
立
を
援
け
よ
う
と
す
る
心
が
育
ち
、
救
恤
す
る
者
自

身
が
個
性
を
発
揮
す
る
場
を
得
は
じ
め
て
い
た
こ
と
」
に
、
近
代
へ
の

胎
動
、
幕
藩
制
崩
壊
期
の
特
徴
を
看
取
で
き
る
と
す
る
。

第
四
部
は
、
歴
史
叢
書
『
金
沢
藩
』
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
原
稿
（
未

定
稿
）
を
、
第
一
章
「
一
番
大
名
」
前
田
氏
、
第
二
章
前
田
利
家
の
立

身
と
し
て
収
載
し
、
第
三
章
と
し
て
『
文
化
財
論
考
』
創
刊
号
に
発
表

さ
れ
た
「『
前
田
利
長
の
進
退
』
補
説
」
を
掲
載
す
る
構
成
で
あ
る
。

第
一
章
は
、
金
沢
藩
、
前
田
氏
、
江
戸
藩
邸
、
前
田
氏
の
領
知
、
三

藩
分
立
、
北
陸
街
道
の
六
項
目
よ
り
な
り
、
第
二
章
は
、
前
田
利
家
の

出
自
か
ら
利
家
の
遺
言
ま
で
の
十
九
項
目
よ
り
な
る
。
二
〇
〇
〇
年
の

『
石
川
県
の
歴
史
』
で
近
世
の
部
分
を
担
当
さ
れ
た
先
生
は
、
五
章
前

田
三
代
を
、
一
番
大
名
の
成
立
と
し
て
書
き
起
こ
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
手
慣
れ
た
対
象
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
新
た
に
項
目
立
て

を
お
こ
な
い
知
見
を
整
理
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
先
生
の
研
究

手
法
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る
。

第
三
章
は
、
金
沢
学
院
大
学
で
研
究
と
教
育
に
あ
た
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
最
晩
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
の
「
前
田
利
長
の
家
中
統
制
（
素
描
）」
に
は
じ
ま
る

先
生
の
加
賀
藩
政
治
史
に
は
、
幕
藩
制
構
造
論
の
「
幕
藩
体
制
の
集
権

的
特
質
、
上
部
権
力
の
規
定
性
を
強
調
す
る
」
特
異
な
論
理
に
対
す
る

批
判
と
、「
郷
土
賞
賛
的
ま
た
は
前
田
氏
顕
彰
的
風
潮
に
気
遣
い
を
し

た
よ
う
な
叙
述
」
と
の
加
賀
藩
政
治
史
に
対
す
る
評
価
が
あ
っ
た
。
先

生
は
、
そ
の
研
究
が
一
九
九
二
年
の
「
前
田
利
長
の
進
退
」
で
一
応
の

結
実
を
見
、
前
田
利
長
と
家
臣
団
に
関
す
る
「
新
し
い
見
方
」
を
定
立

で
き
た
と
す
る
。
実
際
、「
前
田
利
長
の
進
退
」
は
「
利
長
が
一
途
に

と
改
作
仕
法
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
が
「
個

別
領
主
の
領
有
権
に
権
原
を
有
す
る
も
の
」
と
評
価
す
る
。
ま
と
め
で

は
徳
川
幕
府
の
寺
院
統
制
と
比
較
し
た
と
き
の
加
賀
藩
の
独
自
性
が

指
摘
さ
れ
、「
個
別
領
主
加
賀
藩
の
内
発
的
な
独
自
性
、
特
殊
性
」
に

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
対
幕
関
係
の
推

移
を
振
り
返
り
、「
そ
の
政
治
は
幕
府
に
単
に
盲
従
す
る
も
の
で
な
か

っ
た
」、「
個
別
領
主
の
側
は
主
体
性
を
保
持
し
つ
つ
徳
川
氏
に
従
属
し

て
い
っ
た
」
と
し
、
改
作
仕
法
と
寺
院
統
制
は
、
藩
政
確
立
策
の
両
局

面
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
、
具
体
的
施
策
に
お
け

る
他
藩
と
の
寛
厳
の
差
を
指
摘
し
、
一
向
宗
に
対
す
る
政
治
的
評
価
の

違
い
が
そ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

三
章
は
『
部
落
問
題
研
究
』
八
三
号
に
発
表
さ
れ
た
。
加
賀
藩
の
賤

民
制
を
全
国
的
な
議
論
の
対
象
に
加
わ
ら
せ
る
き
っ
か
け
と
す
る
こ

と
、
藩
制
・
藩
政
史
と
の
関
連
で
「
賤
民
制
と
そ
の
支
配
の
変
化
」
を

考
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

最
初
に
、
加
賀
藩
賤
民
制
の
特
徴
が
編
成
の
独
自
性
、
中
世
と
の
断

絶
性
、
幕
藩
制
へ
の
追
随
性
の
視
角
か
ら
整
理
さ
れ
る
。
賤
民
制
の
独

自
な
編
成
が
、
幕
府
の
制
度
を
模
倣
・
追
随
す
る
も
の
に
変
化
す
る
の

が
、「
幕
府
の
政
策
を
忠
実
に
受
け
入
れ
る
立
場
」
と
な
っ
た
寛
文
・

延
宝
期
以
降
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、近
世
賤
民
支
配
の
特
質
を

「
幕
藩
制
支
配
に
お
け
る
個
別
藩
の
独
自
性
と
幕
藩
体
制
へ
の
組
み

込
ま
れ
方
と
に
関
連
付
け
た
考
察
」
が
加
賀
藩
の
場
合
に
可
能
で
は
な

い
か
と
の
見
通
し
を
示
す
。

次
い
で
、
廻
り
藤
内
役
の
近
世
中
・
後
期
に
お
け
る
変
化
、
皮
多
の

皮
剥
ぎ
場
争
論
、
猪
鹿
皮
上
納
一
件
、
非
人
（
乞
食
）
の
抵
抗
を
検
討

す
る
。そ
の
う
え
で
、
十
八
世
紀
中
期
以
降
の
加
賀
藩
に
お
け
る
籐
内
、

皮
多
に
対
す
る
差
別
政
策
の
強
化
を
藩
政
史
の
推
移
と
関
係
さ
せ
て

考
え
る
。

新
た
な
経
済
社
会
構
造
が
形
成
さ
れ
る
一
方
、逼
迫
す
る
財
政
状
況

の
中
で
領
主
は
年
貢
の
増
徴
に
は
し
る
。
農
民
の
疲
弊
、
治
安
の
乱
れ

が
深
ま
り
、
取
締
り
も
多
岐
に
わ
た
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
、
廻
り

藤
内
、
さ
ら
に
は
非
人
の
職
掌
拡
大
の
要
因
が
あ
り
、
皮
多
の
権
益
争

い
、
非
人
の
抵
抗
が
強
ま
る
要
因
も
あ
っ
た
と
す
る
。
廻
り
藤
内
の
権

勢
が
強
ま
り
、
そ
れ
が
平
人
の
反
発
を
招
い
て
差
別
が
強
化
さ
れ
、
ま

た
差
別
制
度
の
見
直
し
も
生
ま
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

四
章
は
二
宮
哲
雄
編
『
金
沢─

伝
統
・
再
生
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
』
に
発

表
さ
れ
た
論
文
で
、
金
沢
町
に
お
け
る
為
政
者
と
町
民
に
よ
る
救
恤
の

歴
史
を
四
期
に
分
け
て
お
い
、「
近
代
的
な
社
会
福
祉
思
想
の
胎
動
」

を
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

為
政
者
の
そ
れ
は
、
郡
奉
行
高
沢
忠
順
の
「
非
人
」（
札
持
乞
食
）

の
解
放
意
見
、
恒
常
的
救
恤
施
設
「
非
人
小
屋
」
の
活
動
、
救
小
屋

の
建
設
、
安
政
の
三
州
大
一
揆
に
際
し
て
の
尊
攘
派
の
救
恤
策
・
救
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う
」
立
場
を
最
後
ま
で
実
践
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た

と
思
う
。
先
生
は
、「『
前
田
利
長
の
進
退
』
補
説
」
に
お
い
て
、「
で

き
れ
ば
、
冷
徹
な
実
証
に
基
づ
い
て
、
政
治
的
経
緯
の
曲
折
と
、
そ
の

中
で
生
き
た
人
の
苦
悩
や
喜
び
な
ど
、
心
の
襞
ま
で
も
描
き
出
せ
る
よ

う
な
、
歴
史
研
究
の
あ
り
方
を
探
ろ
う
と
し
た
」
と
述
べ
る
。
先
生
の

研
究
活
動
に
通
底
す
る
、
先
生
が
目
指
し
た
歴
史
学
を
端
的
に
表
し
た

文
章
の
よ
う
に
思
え
る
。

「
冷
徹
な
実
証
」
は
、
本
書
の
随
所
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
そ
の
中

で
生
き
た
人
の
苦
悩
や
喜
び
な
ど
、
心
の
襞
ま
で
も
描
き
出
せ
る
」
と

は
、
前
述
の
幕
末
の
豪
農
の
姿
や
前
田
利
長
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
。
そ

れ
は
ま
た
、類
型
の
設
定
や
過
渡
期
の
複
雑
さ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
努
力
を
通
じ
て
、単
純
化
を
戒
め
「
具
体
的
状
況
の
具
体
的
分
析
」

を
め
ざ
し
た
当
初
か
ら
の
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

本
書
が
日
本
近
世
史
・
加
賀
藩
研
究
を
志
す
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
一
点
だ
け
注
文
を
記
し
て
お
き
た
い
。
先
生
は

抜
き
刷
り
を
学
生
に
手
渡
す
際
、丁
寧
に
誤
植
を
訂
正
す
る
こ
と
を
怠

ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。そ
う
し
た
訂
正
を
収
載
に
あ
た
っ
て
反
映

し
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
七
年
五
月
の
『
史
学
雑
誌
』「
回
顧
と
展
望
」
は
、「
人
文
学
」

の
危
機
は
確
実
に
深
刻
化
し
て
い
る
と
し
、「
日
本
近
世
史
研
究
は
何

を
目
指
す
の
か
、ま
だ
し
ば
ら
く
は
模
索
の
時
が
続
く
こ
と
に
な
ろ
う
」

と
記
す
。
夏
の
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
低
投
票
率
が
話
題
と
な
り
、
日

本
の
民
主
主
義
の
劣
化
が
指
摘
さ
れ
る
。
私
た
ち
が
今
、
あ
る
種
の
過

渡
期
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。そ
ん
な
時
代
を
生
き
る
私

た
ち
の
先
生
へ
の
応
答
は
、そ
の
複
雑
さ
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
抗
う
べ

き
こ
と
に
は
抗
い
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
誠
実
に
状
況
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
こ
と
で
し
か
果
た
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

四
〇
数
年
前
の
夏
、
学
生
の
い
な
い
城
内
の
法
文
棟
の
前
で
木
越
氏

や
見
瀬
氏
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
興
じ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
今
、
二

人
の
仕
事
に
感
謝
し
つ
つ
、そ
の
努
力
に
見
合
う
よ
う
な
書
評
に
な
っ

た
か
と
不
安
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
先
生
の
仕
事
を

正
確
に
伝
え
得
た
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
気
持
ち
ば
か
り
先
行
し
て
不

勉
強
を
指
摘
さ
れ
た
、
学
生
時
代
と
同
じ
お
叱
り
を
今
ま
た
受
け
そ
う

で
あ
る
。
先
生
の
歴
史
学
を
学
び
議
論
し
て
い
く
材
料
と
な
れ
ば
と
の

思
い
の
み
で
拙
い
書
評
を
試
み
て
き
た
。
誤
読
・
誤
解
も
多
々
あ
る
と

思
う
。
ご
海
容
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
擱
筆
す
る
こ
と
と
す
る
。

注（
１
）

保
立
道
久
『
歴
史
学
を
み
つ
め
直
す
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

四
六
頁

（
２
）
深
谷
克
己
「『
人
民
闘
争
史
研
究
』
と
い
う
歴
史
学
運
動
」『
歴
史
学
研

公
儀
へ
従
属
し
、
藩
と
幕
府
が
一
体
化
す
る
か
の
ご
と
き
」
理
解
に
対

し
て
、
新
た
な
前
田
利
長
像
を
対
置
し
、
彫
琢
さ
れ
た
文
章
と
利
長
理

解
を
一
変
さ
せ
る
そ
の
内
容
で
新
鮮
な
驚
き
と
と
も
に
受
け
止
め
ら

れ
た
。

「『
前
田
利
長
の
進
退
』
補
説
」
は
、「
前
田
利
長
の
進
退
」
の
構
成

に
そ
っ
て
各
章
の
梗
概
と
訂
正
を
含
む
新
た
な
知
見
を
記
す
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
慶
長
四
、
五
年
の
状
況
を
論
じ
た
一
節
で
は
、
宇
喜
多

秀
家
の
誓
詞
作
成
の
意
味
、
家
康
の
加
賀
征
伐
に
際
し
て
、
利
長
が
和

戦
両
様
の
構
え
を
取
っ
て
い
た
こ
と
、
利
常
と
珠
姫
の
婚
約
を
関
カ
原

の
合
戦
後
と
す
べ
き
こ
と
、関
カ
原
の
合
戦
に
際
し
て
の
利
長
の
軍
事

行
動
を
、
独
自
の
判
断
に
よ
る
作
戦
行
動
で
あ
っ
た
と
し
、「
前
田
は

徳
川
軍
に
呼
応
し
て
も
属
将
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
」
な
ど
の
評
価
に

つ
い
て
触
れ
る
。
二
節
で
は
家
中
の
分
裂
が
、
封
建
主
従
制
か
ら
説
明

す
べ
き
こ
と
で
利
長
の
資
質
の
問
題
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。慶
長

十
六
年
の
利
長
遺
戒
は
家
中
分
裂
の
克
服
を
、「
私
を
捨
て
て
公
に
つ

く
こ
と
」
に
求
め
て
お
り
、「
個
別
大
名
の
側
か
ら
公
儀
を
求
め
る
」

動
き
と
評
価
す
る
。

慶
長
七
年
の
利
長
の
江
戸
・
上
方
訪
問
の
意
味
が
検
討
さ
れ
、「
徳

川
と
共
に
諸
大
名
を
統
率
す
る
立
場
」
に
立
と
う
と
し
た
が
そ
れ
が
叶

わ
ぬ
こ
と
を
自
覚
し
た
旅
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
下
す
。
そ
し
て
そ
の

自
覚
か
ら
行
っ
た
の
が
、
太
田
但
馬
の
誅
殺
で
あ
り
、
増
強
し
た
軍
事

力
の
解
除
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
三
節
の
隠
居
か
ら
死
へ
の
対

応
で
は
、
利
長
の
隠
居
を
「
徳
川
氏
に
臣
従
し
た
画
期
」
と
す
る
評
価

を
、
本
藩
と
隠
居
利
長
を
区
別
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
批
判
す
る
。

隠
居
し
て
も
利
長
は
秀
頼
方
の
大
名
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
り
、

「
徳
川
の
支
配
強
化
、
豊
臣
と
の
対
峙
へ
の
道
に
立
ち
塞
が
る
要
警
戒

人
物
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
利
長
と
本
藩
と
の
関
係
は
、
い
ず
れ

改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
措
置
が
、
利
長

の
遺
戒
、
本
多
政
重
の
再
仕
、
一
〇
万
石
の
返
戻
、
監
国
の
停
止
で
あ

っ
た
と
す
る
。

大
阪
冬
の
陣
の
半
年
前
の
慶
長
十
九
年
五
月
利
長
は
亡
く
な
る
が
、

そ
の
死
に
つ
い
て
梅
毒
で
苦
し
む
利
長
が
服
毒
自
殺
し
た
の
で
は
な

い
か
と
の
理
解
を
示
す
。
こ
の
自
殺
説
は
「
前
田
利
長
の
進
退
」
で
は

謎
と
さ
れ
、一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
こ
こ

で
は
補
強
さ
れ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
殺
は
「
そ
の
進

退
を
画
期
づ
け
る
最
後
の
決
断
で
あ
り
、
利
長
の
「
守
成
の
功
」
は
、

消
極
性
で
は
な
く
、「
果
断
な
積
極
性
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
」
べ
き

も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
三
）

十
四
編
の
論
文
の
概
略
と
感
想
を
記
し
て
き
た
。
先
生
の
研
究
活
動

が
「
今
日
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
の
態
度
を
歴
史
研
究
の
上
で
問
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う
」
立
場
を
最
後
ま
で
実
践
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た

と
思
う
。
先
生
は
、「『
前
田
利
長
の
進
退
』
補
説
」
に
お
い
て
、「
で

き
れ
ば
、
冷
徹
な
実
証
に
基
づ
い
て
、
政
治
的
経
緯
の
曲
折
と
、
そ
の

中
で
生
き
た
人
の
苦
悩
や
喜
び
な
ど
、
心
の
襞
ま
で
も
描
き
出
せ
る
よ

う
な
、
歴
史
研
究
の
あ
り
方
を
探
ろ
う
と
し
た
」
と
述
べ
る
。
先
生
の

研
究
活
動
に
通
底
す
る
、
先
生
が
目
指
し
た
歴
史
学
を
端
的
に
表
し
た

文
章
の
よ
う
に
思
え
る
。

「
冷
徹
な
実
証
」
は
、
本
書
の
随
所
に
示
さ
れ
て
い
る
。「
そ
の
中

で
生
き
た
人
の
苦
悩
や
喜
び
な
ど
、
心
の
襞
ま
で
も
描
き
出
せ
る
」
と

は
、
前
述
の
幕
末
の
豪
農
の
姿
や
前
田
利
長
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
。
そ

れ
は
ま
た
、類
型
の
設
定
や
過
渡
期
の
複
雑
さ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
努
力
を
通
じ
て
、単
純
化
を
戒
め
「
具
体
的
状
況
の
具
体
的
分
析
」

を
め
ざ
し
た
当
初
か
ら
の
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

本
書
が
日
本
近
世
史
・
加
賀
藩
研
究
を
志
す
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
一
点
だ
け
注
文
を
記
し
て
お
き
た
い
。
先
生
は

抜
き
刷
り
を
学
生
に
手
渡
す
際
、丁
寧
に
誤
植
を
訂
正
す
る
こ
と
を
怠

ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。そ
う
し
た
訂
正
を
収
載
に
あ
た
っ
て
反
映

し
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
七
年
五
月
の
『
史
学
雑
誌
』「
回
顧
と
展
望
」
は
、「
人
文
学
」

の
危
機
は
確
実
に
深
刻
化
し
て
い
る
と
し
、「
日
本
近
世
史
研
究
は
何

を
目
指
す
の
か
、ま
だ
し
ば
ら
く
は
模
索
の
時
が
続
く
こ
と
に
な
ろ
う
」

と
記
す
。
夏
の
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
低
投
票
率
が
話
題
と
な
り
、
日

本
の
民
主
主
義
の
劣
化
が
指
摘
さ
れ
る
。
私
た
ち
が
今
、
あ
る
種
の
過

渡
期
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。そ
ん
な
時
代
を
生
き
る
私

た
ち
の
先
生
へ
の
応
答
は
、そ
の
複
雑
さ
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
抗
う
べ

き
こ
と
に
は
抗
い
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
誠
実
に
状
況
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
こ
と
で
し
か
果
た
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

四
〇
数
年
前
の
夏
、
学
生
の
い
な
い
城
内
の
法
文
棟
の
前
で
木
越
氏

や
見
瀬
氏
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
興
じ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
今
、
二

人
の
仕
事
に
感
謝
し
つ
つ
、そ
の
努
力
に
見
合
う
よ
う
な
書
評
に
な
っ

た
か
と
不
安
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
先
生
の
仕
事
を

正
確
に
伝
え
得
た
か
と
危
惧
し
て
い
る
。
気
持
ち
ば
か
り
先
行
し
て
不

勉
強
を
指
摘
さ
れ
た
、
学
生
時
代
と
同
じ
お
叱
り
を
今
ま
た
受
け
そ
う

で
あ
る
。
先
生
の
歴
史
学
を
学
び
議
論
し
て
い
く
材
料
と
な
れ
ば
と
の

思
い
の
み
で
拙
い
書
評
を
試
み
て
き
た
。
誤
読
・
誤
解
も
多
々
あ
る
と

思
う
。
ご
海
容
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
擱
筆
す
る
こ
と
と
す
る
。

注（
１
）

保
立
道
久
『
歴
史
学
を
み
つ
め
直
す
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）

四
六
頁

（
２
）
深
谷
克
己
「『
人
民
闘
争
史
研
究
』
と
い
う
歴
史
学
運
動
」『
歴
史
学
研

公
儀
へ
従
属
し
、
藩
と
幕
府
が
一
体
化
す
る
か
の
ご
と
き
」
理
解
に
対

し
て
、
新
た
な
前
田
利
長
像
を
対
置
し
、
彫
琢
さ
れ
た
文
章
と
利
長
理

解
を
一
変
さ
せ
る
そ
の
内
容
で
新
鮮
な
驚
き
と
と
も
に
受
け
止
め
ら

れ
た
。

「『
前
田
利
長
の
進
退
』
補
説
」
は
、「
前
田
利
長
の
進
退
」
の
構
成

に
そ
っ
て
各
章
の
梗
概
と
訂
正
を
含
む
新
た
な
知
見
を
記
す
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
慶
長
四
、
五
年
の
状
況
を
論
じ
た
一
節
で
は
、
宇
喜
多

秀
家
の
誓
詞
作
成
の
意
味
、
家
康
の
加
賀
征
伐
に
際
し
て
、
利
長
が
和

戦
両
様
の
構
え
を
取
っ
て
い
た
こ
と
、
利
常
と
珠
姫
の
婚
約
を
関
カ
原

の
合
戦
後
と
す
べ
き
こ
と
、関
カ
原
の
合
戦
に
際
し
て
の
利
長
の
軍
事

行
動
を
、
独
自
の
判
断
に
よ
る
作
戦
行
動
で
あ
っ
た
と
し
、「
前
田
は

徳
川
軍
に
呼
応
し
て
も
属
将
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
」
な
ど
の
評
価
に

つ
い
て
触
れ
る
。
二
節
で
は
家
中
の
分
裂
が
、
封
建
主
従
制
か
ら
説
明

す
べ
き
こ
と
で
利
長
の
資
質
の
問
題
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。慶
長

十
六
年
の
利
長
遺
戒
は
家
中
分
裂
の
克
服
を
、「
私
を
捨
て
て
公
に
つ

く
こ
と
」
に
求
め
て
お
り
、「
個
別
大
名
の
側
か
ら
公
儀
を
求
め
る
」

動
き
と
評
価
す
る
。

慶
長
七
年
の
利
長
の
江
戸
・
上
方
訪
問
の
意
味
が
検
討
さ
れ
、「
徳

川
と
共
に
諸
大
名
を
統
率
す
る
立
場
」
に
立
と
う
と
し
た
が
そ
れ
が
叶

わ
ぬ
こ
と
を
自
覚
し
た
旅
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
下
す
。
そ
し
て
そ
の

自
覚
か
ら
行
っ
た
の
が
、
太
田
但
馬
の
誅
殺
で
あ
り
、
増
強
し
た
軍
事

力
の
解
除
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
三
節
の
隠
居
か
ら
死
へ
の
対

応
で
は
、
利
長
の
隠
居
を
「
徳
川
氏
に
臣
従
し
た
画
期
」
と
す
る
評
価

を
、
本
藩
と
隠
居
利
長
を
区
別
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
批
判
す
る
。

隠
居
し
て
も
利
長
は
秀
頼
方
の
大
名
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
り
、

「
徳
川
の
支
配
強
化
、
豊
臣
と
の
対
峙
へ
の
道
に
立
ち
塞
が
る
要
警
戒

人
物
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
利
長
と
本
藩
と
の
関
係
は
、
い
ず
れ

改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
措
置
が
、
利
長

の
遺
戒
、
本
多
政
重
の
再
仕
、
一
〇
万
石
の
返
戻
、
監
国
の
停
止
で
あ

っ
た
と
す
る
。

大
阪
冬
の
陣
の
半
年
前
の
慶
長
十
九
年
五
月
利
長
は
亡
く
な
る
が
、

そ
の
死
に
つ
い
て
梅
毒
で
苦
し
む
利
長
が
服
毒
自
殺
し
た
の
で
は
な

い
か
と
の
理
解
を
示
す
。
こ
の
自
殺
説
は
「
前
田
利
長
の
進
退
」
で
は

謎
と
さ
れ
、一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
こ
こ

で
は
補
強
さ
れ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
殺
は
「
そ
の
進

退
を
画
期
づ
け
る
最
後
の
決
断
で
あ
り
、
利
長
の
「
守
成
の
功
」
は
、

消
極
性
で
は
な
く
、「
果
断
な
積
極
性
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
」
べ
き

も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
三
）

十
四
編
の
論
文
の
概
略
と
感
想
を
記
し
て
き
た
。
先
生
の
研
究
活
動

が
「
今
日
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
と
し
て
の
態
度
を
歴
史
研
究
の
上
で
問
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究
』
九
二
一
（
二
〇
一
四
）

（
３
）『
戦
後
歴
史
学
を
検
証
す
る
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
七
七
頁

（
二
〇
一
七
年
一
月
刊
、
吉
川
弘
文
館
、
四
五
七
頁
、
一
三
〇
〇
〇
円

税
）
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